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「間接支援業務」「ルーティン業務」の強化と、
フロアマネージメント体制による業務の質改善

社会福祉法人　滋賀県障害児協会

住所／TEL 滋賀県守山市守山町168－１　／　（077）514－1685

URL／E-mail http://open-mind.jp/　／　jinendou@nifty.com

経営理念 基本理念
１．貢献（社会に役立つよう努力します）
２．創造（創業の夢を忘れず頑張ります）
３．育成（未来に向かって育ち合います）
４．文化（やさしさ文化を守り育てます）
５．挑戦（困難な事にも立ち向かいます）

事業内容 指定障害者支援施設　２か所
　湖北タウンホーム　施設入所支援　定員50名
　　　　　　　　　　生活介護　　　定員60名
　　　　　　　　　　短期入所　　　定員５名
　　　　　　　　　　保険診療所　　１ヶ所
　湖南ホームタウン　施設入所支援　定員40名
　　　　　　　　　　生活介護　　　定員50名
　　　　　　　　　　短期入所　　　定員７名
　　　　　　　　　　保険診療所　　１ヶ所

収入
（法人全体）
平成22年度決算

①社会福祉事業 607,506千円
②公益事業 48,261千円
③収益事業 ０円
合計 655,767千円

従業員数
（法人全体）  154名（非常勤含む）

当面する経営
課題

１．理事会による経営・統制の徹底
２．多種多様な労働者の多様性に対応した、雇用、育成システムの構築
３．重症化する利用者に適合した医療体制の充実と採算性の確保
４．所属する地域・自治体・市民に対する貢献

発表する取組
みに着手した
理由、背景

　入所型の障害者支援施設において、利用者の生活ニーズ多様化が顕著になる一方で、支援員
（介護員）の生活観やスキルの未熟さが目立つようになってきました。ますます高度化し多岐
にわたろうとする利用者の生活要求に応えるためには、支援を担当する個々の職員による理解
力、生活観、業務における応用力等が求められるところですが、近年の雇用情勢の悪化と労働
者像の変化により、複雑で高度な生活支援の業務を獲得するまでに長期間を要すること、そし
て、応用力を身につけるまでに退職する事例があることなどを痛感してきました。
　こうした課題に対処するため、まず、介護支援業務の内容分析を行い、介護・支援業務の特
徴を整理しました。これにもとづき、雇用方針、任用・育成・配置等の戦略を組み立て直すこ
とで、業務の効率化と利用者の安全と安心を両立させることを目指しました。
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発表する取組
みの現時点で
の効果

１．利用者の身体に対する「直接支援」を行う業務と、直接身体介護を伴わない（単純で軽微
な身体介護を含む）「間接支援」的な業務を区分することで、間接業務の効率と精度を上げ
ることができました。

２．定められた基礎的業務をこなす「ルーティン（マニュアル）」業務と、経験と理解力・応
用力が求められる「ナレッジ」業務を区分し、担当者を整理することで、ルーティン業務の
効率と精度を上げることができました。

３．直接業務担当者と間接業務担当者の間をつなぎ、またルーティン（マニュアル）ワーカー
に助言と調整を行うマネージャーを配置することで、システムマネージャー、フロア（プレ
イング）マネージャー、ルーティンワーカーの３階層として職能が整理され、組織内部の責
任分担が明確になりました。

　このことによって、次のような具体的効果が得られています。
１．清掃、メンテナンスがいきとどき、関連する苦情も激減した。
２．洗濯、衣類整理、資材等のリネンサプライが徹底し、持ち主不明衣類等も減少した。
３．食事時間帯の業務体制が安定し、事故・誤薬等が減少した。
４．入浴介護体制、支援技法が安定し、利用者からも支持されている。
５．個別支援計画・実施と組織運営の責任体制が明確化し、円滑な支援計画・実施評価が得
られることとなった。
６．プレイングマネージャーにキャリアアップの具体的道筋を示せた。
７．２階層のマネージャーがマネージメント業務に時間を割けるようになった。
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